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会長  小沢 孝 
皆さんこんにちは。 
本日のお客様であり

入会予定の平野友紀
様、ようこそおいで下
さいました。 
先週は会長挨拶の誤

りをお伝えし、恥ずか
しい思いをいたしまし
た。そのあと８月の例
会主題であった、花王
(株 )の話として「ブル
ーダイヤ」という商品の話をしましたところ、また
もや事務局から連絡がありまして、商品名が誤って
いることが判明！ ライオン(株)製であるとのこと。
失礼いたしました。 
さて、先週の２/４（土）夕方に、韓国 3750 地区か

ら訪日団（ロータリアンとインターアクト学生）が
訪日しました。同日 18 時より、土屋 青少年奉仕担当
理事、大楽 青少年奉仕委員長ほか、12 名で歓迎会を
行いました。 
２/５（日）、

昨日はインター
アクト協議会・
韓国訪日団歓迎
会に出席、さい
たま市教育委員会 細田教育長の特別講演を拝聴しま
した。 

18 歳の時、父の死をきっかけにアメリカ留学を決
意されたとのこと。「誰かの為に生きてこそ人生には
価値がある」という思い心に留めているそう。現在
の教育の場での海外を意識したプログラムと英語成
績の向上の成果について、また共通語としての英語
はコミュニケーションを行う言語として重要である、
といったお話でした。 
最後は、日本財団が 2019 年に行った「18 歳意識調

査」の話です。「自分を大人だと思いますか？ 自分
が社会を変えられると思いますか？」といった質問
に、はいと答えた人数は、残念ながら日本は最下位、
その上が韓国という結果でした。 
「現実にどのような未来を作っていくか、志を持

とう」と、会場の日本、韓国の学生に声を掛け、質

問などはあるかと聞きました。唯一手を挙げたのが、 
当クラブで預かっている高 1 のチェ・ジェミン君で
した。正直驚きました。この後、日本に触れていた
だき、良いコミュニケーションを取ってほしいと思
います。 
あらためて、「教育

の大切さ」の重要性を
感じました。職場では
勿論、ロータリーでも
「人づくり」が大切な
ことだと感じたしだい
です。 
 
 
 

 
【本日のリーダー】 

 
             新見 和男 会員  
 
 
 
 
■入会者 株式会社メディア工房 

 代表取締役 平野 友紀 様 
（ご紹介：副会長 新井 清太） 
 
 

 
幹事  榎本 貞寿 
①ガバナー月信 P.２に、内山
ガバナー補佐による第 4G 合
同新年会の記事が掲載されて
います。ご覧ください。 
②次年度地区チーム研修セミ
ナーが、２/22（水）９：30
よりソニックシティ４階市民
ホールにて行われます。該当
の８名のご出席をお願いいた
します。 
③下期会費納入期限は１月末
日でした。皆様、ご納入あり
がとうございました。 

うっかりお忘れの会員が数名おられるようです。
早めのご納入をお願いいたします。 
④２月のロータリーレートは 130 円です。 

会 長 挨 拶 

幹 事 報 告 

ロータリーの目的・四つのテスト 

お客様紹介・米山記念奨学生紹介 
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株式会社 メディア工房 代表取締役 平野 友紀 様 
紹介者／染谷 義一 会員、藤嶋 剛史 会員 

■ご紹介 藤嶋 剛史 会員 
株式会社メディア工房には、クラブのホームペー
ジを作成していただきました。昨年は、IM 合同事
業のパンフレットを担当いただきました。 
趣味はオフロードバイクだそうです。 
■平野 友紀 会員 ご挨拶 
大成 1 丁目に事業所があります。 
お近くの方よろしくお願いします。 
ご指導のほどよろしくお願いします。 
 
 
 
■会員増強担当理事 新藤 栄介 
今年度、会員 114 名でスタート、本日
平野様がご入会され現在 111 名です。
今一度、会員の候補をお知らせいた
だきたいと思い、「入会候補者紹介カ
ード」を配ります。よろしくお願いします。 

■青少年奉仕担当理事 土屋 隆弘 
韓国から２人の高校生が当クラブに
来ました。チェ・ジェミンさん、
イ・ソジュンさんです。アメリカ人
と英語で話をしていました。本日は
ディズニーランド、明日は東京見
学、明後日は埼玉栄インターアクトに合流、９日
の朝、成田から帰国します。 

■シスタークラブ委員会  
委員長 荻原 直樹 
南投からゴルフと記念式典のご案内
が届いております。４/９（日）で
す。詳細は追ってご連絡いたしま
す。ぜひご参加ください。 

 
 
 
渋谷 廣慶（４日）、天池 健二（５日）、 
矢部 正博（７日）、石井 敦（７日）、 
石丸 主憲（10 日）、染谷 義一（21 日）、 
胡 平（26 日）、出山 隆信（26 日）、 
齋藤 實（28日）、高橋 真貴子（28日） 各会員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
■広報委員会 委員長  
風岡 淳一 

横組 
P.４～５ RI 会長メッセージ  
女児と女性のエンパワメント
のためにもっとできることが
あり、ロータリーの会員とパ
ートナーがこの目標に向けて
どのように歩んできたのか、
取り組みのストーリーを発信
していくことが重要。 
P.８～19 
平和構築と紛争予防月間 
報道写真家・千葉康由さんのインタビュー 
報道写真家としての責務について。一刻を争う光景
に遭遇したら撮影することなく助けるだろうが、
人々が苦しむような状況にあって、自分ができるこ
とは写真を撮るだけ。「ハゲワシと少女」の写真の
ように、世の中の関心をひき、支援につなげ、状況
を改善していくことはメディアの一つの役割で、そ
のような写真を撮ることが自分に課せられた責務の
一つだと述べています。 
P.22～23 
ポリオ根絶への取り組み。P.22に第 2770地区の「ポ
リオ根絶クラシックカーラリー」の模様が掲載。 
P.34～37 
地区大会略報が掲載。P.36、第 2770 地区の略報につ
いて細渕ガバナーが報告しています。 
縦組 
P.13 
 卓話の泉「骨髄バンクのドナー候補者になった
ら」。骨髄バンクに登録して患者と HLA（白血球の
型）が一致するとドナー候補者となり、骨髄バンク
から連絡が来ます。HLAが一致するのは、兄弟姉妹
の間で 25％、非血縁者間では数百～数万分の 1 とか。
社員や身近にドナーがいる場合には、快く送り出せ
る環境を多くの企業が整えることが必要。 
 
 
 

 
福田 美香 会員 
株式会社覺組 代表取締役 
2022 年５月 23 日入会 
 
両親が大宮西口一番街で化粧品店
手芸店を営み、桜木町 2 丁目の土
地区画整理事業で DOM ショッピ
ングセンターが完成してからは２
階で化粧品店を営んでおりました。

同じ商店街の清水恒信さんには私が生まれた時からお
世話になっています。 
寂しい思いもしました。その頃
は「結婚するならサラリーマ
ン・絶対専業主婦になる・子ど
もに寂しい思いをさせない」と
強く思ったものでした。 

そして、当時勤
めていたゼネコンで夫と出会い、意気
投合して結婚しました。サラリーマン
と結婚したものの、バブル期にマンシ
ョンを購入したために共働きに。第一  
 
子出産時は、バブル崩壊で人手不足、
退職できず復職し、がんばって働きま
した。その後、紆余曲折を経て第二子

イニシエーションスピーチ 

入 会 式 

委員長報告・派遣役員報告 

誕生日祝い 

ロータリーの友解説 



  

出産後に退職を決めました。が、当時の上司が退職・
起業するということで、新しい会社のお手伝いをする
ことになりました。 
その会社が覺組です。 
 
●覺組 
1998 年 7 月、富士見市で創業し、2015 年 12 月にさい
たま市西区へ移転。戸建ての新築・リフォーム、マン
ションのリフォーム、テナントビルの改修工事等々、
なんでもやっています。変わったところでは分譲マン
ションの定期点検業務も請け負ってます。 
 
25周年を迎え、業者と 2人で始まった会社は 30人を超
える会社になりました。独身だった社員が結婚し子ど
もが生まれ、守るべきものが増えました。創業当初か
ら 5 年ごとに行っている社員旅行は、原則家族同伴で
社員の子どもたちの成長が楽しみになっています。今
年は５月に沖縄へいく計画をしています。 
 
「結婚したら専業主婦になる」とあんなに思っていた
私ですが、結果として一度も専業主婦になることはな
く社会と関わり続けました。50 代半ばを過ぎた今、た
くさんの経験をさせてもらい、気が付けば小さいなが
らも会社を動かしています。 
大変だった子育てと仕事の両立も大切な財産となり、
何一つ無駄なことはなかったと実感しています。子ど
もたちがほぼ自立して、これからは安定した会社を次
の世代へ渡すため、頑張りたいと思います。 
 
●ロータリークラブへの思い 
多くの活動に参加させていただきました。 
特に秋葉の森での奉仕活動、大宮駅西口の早朝清掃活
動などは個人で行うのはなかなか難しいと思うのです。
ロータリーに入会したからこそ活動を知り参加するこ
とができました。そして活動後の気持ちよさを味わう
ことができたのです。 
 
●さいたまカップ 
ロータリーを通じて情報をいただき、
12/17（土）に大宮国際中等教育学校で行われました
「さいたまカップ」で中学生のプレゼンテーションを
聞いてきました。さいたま市内の中学生が企業の方の
協力を得て、その企業の事業から新しい何かを生み出
すアイディアを考えようという企画です。 
私は、さいたま市立浦和中学校高等学校の PTA会長を
経て、現在は後援会の会長をやっていますので、浦和
中学校の生徒も参加している「さいたまカップ」にと
ても興味を持ちました。 
当日は清水市長、細田教育長もいらして、さいたま市
の若い力を育てようとする、教育への思いの深さを感
じました。参加企業には藤池会員の㈱デサン、川﨑会
員の㈱サイサン、大谷会員の武蔵コーポレーション㈱
がいて、参加５社中３社が大宮西 RC の会員というこ
とをとても誇らしく思いました。 
今回は３校で５つの企業が参加されましたが、市内全
校となると 59 校が対象となり、たくさんの企業の参加
が必要となります。大宮西 RC の皆様、時機がきまし
たらどうか積極的に手を挙げていただき、さいたま市
に育つ若い力の底上げにご協力をお願いいたします。
当社はまだまだ力不足で参加する自信がないのですが、
一生懸命に取り組んでいる生徒と企業の皆様の姿を見
て、近い将来手を挙げられる企業に成長しようと目標
を持つことができました。 
未来を担う若い力のために役に立つ形が見えてきたこ
とで、今まで漠然としていた奉仕の意味が少しわかっ

てきたかなと思います。 
入会してまだ８ヶ月ですがとても中身の濃い時間を過
ごさせていただいています。 
男性とか女性とか区別することは好きではありません
が、あえて女性として尊敬できる方々と出会いたくさ
んの刺激を受けました。そして、自分自身を見直し修
正する時間がとても増えました。これからもどうぞよ
ろしくお願いいたします。 
国鉄の官舎の並ぶ昭和の大宮駅西口から大きなター

ミナル駅を有する西口へ。新たな再開発の進んでいる
桜木町をこれからも大切にしていきます。 
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